
（令和元年8月）

URAのみならず、学内の教員など、様々な関係者の協力を得て、学生からベテラン教員まで、
また、個人・チーム研究から機関申請まで、様々な外部資金獲得の可能性を高める支援を実施

B（4）① 公募情報収集と学内周知、申請書作成支援、模擬ヒアリング等

機関または個人で応募する国内外の競争的研究費の情報を収集し、学内説明会等で公募情報を周知するとともに、申請前の

プロジェクト企画支援、申請書作成支援、模擬ヒアリング等をURAと事務組織が連携し行う。

部局との連携

事務組織との連携

・研究推進課

・産学共創課

・国際企画課 等

・ 公募事業立ち上げ前など事前情報 収集活動の強化

・ プロアクティブ支援件数の増

・ 大型予算など機関申請支援件数の増

・ 部局URA・事務職員との連携件数の増・協働深化

模擬審査員の声

模擬審査員を担当する側にも面接

候補者の方の研究内容について

じっくりと聴かせてもらえるのは、自

分自身の研究を発展させるための

重要な知見が得られる可能性など

メリットもあります。

模擬ヒアリング利用者の声

研究の説明の際の問題点や矛盾点

等、自身では気づけない点について、

多くのご指摘をいただけたので、非

常に参考にさせていただけました。

シニア研究者支援
(例:CREST・

科研費大型研究種目）

大型予算など機関申請支援

学内説明会 模擬ヒアリング申請書作成支援

若手研究者支援
(例:さきがけ）

経験の浅い若手研究者支援
(例：特別研究員)
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